
阿
弥
陀
町
魚
橋
に
は
、
東
洋
金

属
熱
錬
工
業
所
が
あ
る
が
、
そ
の

敷
地
の
字
名
は
「
瓦
」
で
あ
る
。

な
ぜ
地
名
が
瓦
な
の
か
、
何
か
意

味
あ
り
そ
う
な
名
前
で
あ
る
。

こ
こ
の
地
名
が
、
明
治
の
初
め

に
既
に
瓦
だ
っ
た
こ
と
は
、
古
い

地
図
か
ら
分
か
る
の
で
、
少
な
く

と
も
江
戸
時
代
か
ら
の
地
名
と
い

え
る
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
こ
の

名
前
が
、
遡
れ
る
か
は
わ
か
ら
な

い
。と

こ
ろ
で
古
く
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
頃
、
こ
の
土
地
で

レ
ン
ガ
用
の
採
土
が
始
ま
っ
た
。

当
時
こ
の
地
は
、
面
積
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
ば
か
り
の
舌
状
台
地
だ
っ
た

が
、
そ
の
土
中
か
ら
、
採
土
に
伴

っ
て
厖
大
な
瓦
が
出
土
し
た
。
以

来
、
太
平
洋
戦
争
中
か
ら
戦
後
を

通
じ
、
採
土
が
行
わ
れ
た
中
で
、

今
も
姫
路
市
で
ご
健
在
の
、
著
名

な
考
古
学
者
今
里
幾
次
氏
は
、
当

地
を
数
十
回
も
訪
れ
、
廃
棄
さ
れ

て
い
く
瓦
を
採
集
さ
れ
て
い
た
。

生
き
て
い
く
の
が
精
一
杯
の
当

時
、
捨
て
ら
れ
る
ま
さ
に
瓦
礫
を
、

採
集
さ
れ
て
い
た
見
識
は
、
本
当

に
敬
服
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
同
氏
の
研
究

で
、
こ
の
地
に
は
か
つ
て
多
く
の

瓦
窯
が
あ
り
、
生
産
さ
れ
た
瓦
は
、

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
め

（
主
に
一
二
―
一
三
世
紀
初
）
、
京

都
の
天
皇
や
上
皇
、
そ
の
関
係
者

の
建
立
し
た
数
多
い
寺
や
建
造
物

に
、
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

現
在
で
は
、
神
戸
市
の
神
出
窯

や
明
石
市
の
魚
住
窯
・
三
本
松
窯

で
も
同
様
に
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉

初
期
に
多
く
の
瓦
が
、
京
都
な
ど

に
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

こ
の
時
代
の
研
究
に
、
考
古
学
が

大
い
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
の
き
っ
か
け
は
、

今
里
氏
の
魚
橋
採
集
瓦
に
よ
る
研

究
に
始
ま
る
も
の
で
、
魚
橋
出
土

瓦
は
、
歴
史
考
古
学
研
究
史
上
で

も
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
瓦
が
使
用
さ
れ

た
頃
は
、
ま
さ
に
源
氏
平
家
の
活

躍
期
、
魚
橋
の
瓦
と
同
じ
瓦
は
、

あ
の
後
白
河
法
皇
の
御
所
で
も
あ

っ
た
、
蓮
華
王
院
（
法
住
寺
殿
）

跡
な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。

法
皇
の
寵
妃
丹
後
局
（
高
階
栄
子
）

の
預
所
関
係
の
文
書
中
に
は
、
播

磨
に
お
け
る
「
瓦
保
」
・
「
瓦
庄
」

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

義
経
や
静
、
後
白
河
法
皇
や
丹

後
局
は
、
だ
れ
に
も
注
目
さ
れ
る

が
、
実
は
こ
の
時
期
、
こ
の
地
で

も
多
く
の
人
々
が
、
源
平
の
合
戦

や
宮
廷
の
動
き
を
、
敏
感
に
捉
え

な
が
ら
生
き
て
お
り
、
彼
ら
こ
そ
、

本
当
に
時
代
を
担
い
、
動
か
す

人
々
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
瓦
」
の
地
名
は
、
瓦
産
地
に

残
っ
た
名
前
な
の
か
、
後
世
多
く

の
瓦
片
が
土
中
か
ら
出
る
の
で
、

こ
の
名
に
な
っ
た
の
か
は
、
わ
か

ら
な
い
が
、
考
古
学
資
料
か
ら
見

て
重
い
名
前
な
の
で
あ
る
。

（
市
史
編
さ
ん
特
別
執
筆
者

間
壁
葭
子
）

（
参
考
文
献
）

今
里
幾
次
著
「
播
磨
魚
橋
瓦
窯
跡
」『
播

磨
考
古
学
研
究
』
所
収
一
九
八
〇
年

▲ 京都・蓮華王院出土瓦と
同文の魚橋出土瓦拓本
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